
 

 

5.2 施策展開にあたっての基本的な考え方 

施策を展開するにあたり、概ね 20～30 年後を目標年次とし、その期間を、短期、中期、長期の３

段階に区分しています。それぞれの基本的な考え方は以下のとおりです。 

期間 取組みの基本的考え方 

短期 5 年間程度 

主に市が主体となり各種施策を推進していく。特に堺臨海部活

性化の核となる堺旧港を優先的に整備する。 

他の地区については、国・大阪府等への働きかけや検討を進め

るとともに、市民活動・イベント等が根付くための取組みなど、

中期に向けた礎を築く。 

中期 10 年後程度まで 

堺浜における親水空間の形成に重点的に取り組む。 

浜寺水路や堺第 7-3 区の市民が交流・活動できる場の創出を行

う。短期において市が先導してきたソフト施策を市民・NPO が主体

となった活動・運営に移行していく。 

長期 20～30年後程度まで

中期の取組みを受け、更に総合的取組みへとステップアップす

る。新たな法制度提案や技術開発に取り組むとともに、社会情勢

の変化や行財政の状況を踏まえつつ、施策の展開を図る。 

 

5.3 主な施策の展開目標 

（１）堺旧港 

施策展開 

 概ね５年以内に、文化観光拠点※1の開設（H26）・大阪府による親水護岸整備※2完了（H27）

に併せ、地区南側の市有地・公園・旧堺燈台緑地の賑わい創出を図る。 

 長期的に、港内・水路の水質改善、旧港北側の市有地は周辺の土地利用転換の動向を踏まえ

活用方策を検討していく。 

※1 旧市立堺病院跡地で、利休・晶子をテーマとした文化観光拠点の整備が計画されている。 

※2 歴史ある環濠と直結し、親水テラス護岸を大阪府が整備中である 

地区 主な施策内容 主な想定主体 
概ね５年以内

に完了 

今後５～10年

を目途に完了

10年以降の

長期的対応

方策①海辺で憩い、海を眺める魅力的な

交流空間の形成 
堺市・事業者    

方策②パブリックアクセスの充実 堺市 
 

  

方策③地区内での人の流れの創出 堺市 
 

 

方策④緑地・公園の利用促進 堺市   

方策⑤魅力的な海辺景観の創出・誘導 堺市・立地企業 
 

  

方策⑥みなとの観光資源を活用した観

光振興 
大阪府 

 
  

方策⑦快適な水辺環境の創出 大阪府・堺市 
  

 

方策⑧周辺の公民有地との一体的な活

用検討 
堺市・立地企業 

 
  

堺旧港 

方策⑨周辺賑わい施設やイベントとの

連携 
事業者 

 
  

 注）着色部は堺市が主体となって取り組むものである。 

市有地活用 

景観誘導 

遊歩道 

緑地高質化・イベント 

護岸整備 

手法検討 水質改善の実施 

桟橋・通路デッキ 

H26-27(文化観光拠点の開設、 

大阪府による親水護岸整備完了) 

イベント等との連携

状況に応じて土地活用を検討
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（２）堺浜 

施策展開 

 概ね５年以内に、北泊地砂浜、人工干潟、基幹的広域防災拠点緑地等において、環境学習

等の市民活動の親水レクリエーション空間の形成を図る。 

 概ね１０年以内に、ラグビーワールドカップ日本開催※（H31）に併せ、J-GREEN 堺の機能充

実・周辺環境整備、未利用地への施設誘致を図る。 

※ ラグビーワールドカップ日本開催：「ラグビーワールドカップ(RWC)2019」大会において日本がホスト国となる。 

地区 主な施策内容 主な想定主体 
概ね５年以内

に完了 

今後５～10年

を目途に完了

10年以降の

長期的対応

方策①水質、底質の改善による大阪湾の

再生と環境負荷軽減への貢献 

国・大阪府・ 

大学・研究機関 

  
 

方策②親水レクリエーション空間の形成 大阪府・堺市 
  

 

方策③市民活動・交流空間の形成 
堺市 NPO・ 

各種団体 

  
 

方策④景観の向上 国・大阪府 
 

  

方策⑤未利用地の健康・賑わい・研究機

能への活用 
堺市 地権者 

 
  

方策⑥スポーツ観光への活用 堺市 
 

  

堺浜 

方策⑦パブリックアクセスの充実 堺市 事業者 
 

  

注 1）着色部は堺市が主体となって取り組むものである。 

注 2）→は働きかけることを示す。 

 

 

（３）堺第 7-3 区 

施策展開 

 概ね５年以内に、植栽活動・環境教育の一層の促進が図れるよう廃棄物処分場の暫定開放

および海上アクセスの誘致を図る。 

 概ね１０年以内、みなと堺グリーンひろば、風車ひろばでの市民の健康・コミュニケーシ

ョン機会創出のための環境整備を図る。 

 

地区 主な施策内容 主な想定主体 
概ね５年以内

に完了 

今後５～10年

を目途に完了

10年以降の

長期的対応

方策①市民活動・環境教育の一層の 

促進 

大阪府・堺市  

NPO・各種団体 

  
 

方策②市民への健康・運動、コミュニケ
ーション機会の提供 

堺市・NPO・ 

各種団体 
   

方策③複数のアクセス確保 堺市 事業者    

方策④土地利用促進に資する新工法の

検討 
大阪府・堺市 

 
 

 

堺第 

7-3 区 

方策⑤新たな事業スキーム検討による

親水・環境配慮護岸への転換 
堺市 国・大阪府

   

注 1）着色部は堺市が主体となって取り組むものである。 

注 2）→は働きかけることを示す。 

暫定利用 

工法検討 

環境整備・イベント開催 

土地活用 

海上・公共交通誘致 アクセス検討 

事業スキーム検討・確立 実用化 

イベント等 施設拡充 

NPO・市民主体へ 

浚渫土砂等による浅場造成 

環境学習等 NPO・市民主体へ 

リサイクル材等の活用による導流堤等の築造

事業者誘致 

J-GREEN 堺周辺整備 

公共交通誘致等 

砂場検証 砂場整備 

H31(ラグビーワールド

カップ日本開催) 
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（４）浜寺水路 

施策展開 

 南海本線連続立体交差事業（Ｈ29）、浜寺公園駅前のまちづくり※（Ｈ24）、土地区画整理

にあわせた浜寺公園・水路の利活用を図る。 

 概ね５年以内に、浜寺水路や親水護岸でのイベント・環境学習等を進め、市民活動の場と

しての定着を図る。 

 長期的に、公園と水路の一体整備・利用、水質改善を図る。 

※ 南海本線浜寺公園駅舎は明治40年に建築された歴史的建造物であり、平成10年に国の登録有形文化財に指定。 

南海本線連続立体交差事業に伴い、新駅舎が建設されることから駅前のまちづくりを推進している。 

 

地区 主な施策内容 主な想定主体 
概ね５年以内

に完了 

今後５～10年

を目途に完了

10年以降の

長期的対応

方策①公園と水路が一体となった親水

空間・自然環境の形成 
堺市 大阪府    

方策②阪堺電気軌道利用促進に寄与す

るイベント開催・市民活動の展開

堺市→NPO・ 

各種団体 
   

方策③環境保全・創造に係る啓発・機運

熟成・人材育成 
堺市→NPO 等 

  
 

浜寺 

水路 

方策④地域の環境改善や地球環境の負

荷軽減への寄与 
国・大阪府 

 
  

 注 1）着色部は堺市が主体となって取り組むものである。 

 注 2）→は働きかけることを示す。 

 

（５）その他の臨海部地域 

施策展開 

 概ね５年以内に、社会実験等を通じて産業観光への活用を図る。 

 長期的に水質改善・緑化の推進を図る。 

 

地区 主な施策内容 主な想定主体 
概ね５年以内

に完了 

今後５～10年

を目途に完了

10年以降の

長期的対応

方策①産業観光の推進 
堺市→立地企業 

・事業者 
   

方策②水質改善に資する新たな海水交

換技術の検討 

堺市  国・大阪

府・立地企業・大

学・研究機関 

   

方策③緑の質・量の確保及び減災につな

がる緑化の推進 

大阪府・堺市・ 

立地企業 
   

その他

の臨海

部地域 

方策④地域間アクセスの向上 
大阪府・堺市・ 

事業者 

 
  

注 1）着色部は堺市が主体となって取り組むものである。 

注 2）→は働きかけることを示す。 

 

協議・検討 公園・護岸の親水・海配慮化 

イベント等 

環境学習

社会実験等 

実用化 実証実験等 

緑化誘導 

NPO・市民主体へ 

民間事業者主体へ 

啓発活動・浚渫土砂等による埋め戻し 

陸上・海上交通の整備等 

H29(南海本線連続立体交差事業)

NPO・市民主体へ 
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5.4 成果指標 

本ビジョンは、ハード・ソフト様々な施策が複合して活性化を図ることとしていることから、成

果指標の設定にあたっては、堺市マスタープラン及び大阪湾再生行動計画に基づく目標との整合を

図ることとしました。 

堺市マスタープランに基づく目標は概ね平成 32年度、大阪湾再生行動計画に基づく目標は平成 25

年度である。また本ビジョン独自に、｢臨海部でのまちづくりに対して『大変よい、よい』と答えた

人の割合｣、「堺旧港への年間来訪客数」、｢親水性のある海岸線延長｣、｢臨海部での人々の憩いの

場｣を項目として設定し、目標年次を堺旧港・堺浜での活性化の取組みのめどがつく概ね 10 年後と

しました。 
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※
 
堺
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
成
果
指
標
が
見
直
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
本
表
も
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

※
 
着
色
部
は
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
独
自
の
目
標
設
定
 

 

※
1
 海

岸
線
延
長
の
目
標
値
は
、
か
つ
て
昭
和
初
期
ま
で
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
た
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海
岸
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が
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立
等
に
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触
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え
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が
で
き
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が
な
く
な
っ
て
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る
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と
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に
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て
当
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る
こ
と
を
目
標
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と
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ま
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た
。

 

※
2
 「

海
と
触
れ
合
え
る
」
と
は
、
人
が
海
岸
か
ら
海
辺
に
降
り
て
水
遊
び
・
散
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等
が
可
能
な
状
態
を
示
し
ま
す
。

 

※
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 海

岸
線
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長
の
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標
値
は
、
昭
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ま
で
触
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合
う
こ
と
が
で
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海
岸
線
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に
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触
れ
合
え
る
こ
と
が
で
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、
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に
対
し
て
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の
延
長
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
値
と
し
た
。

 

※
4
 大

阪
湾
再
生
行
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計
画
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5
)進

捗
状
況
(
H2
3.
3)
「
大
阪
湾
再
生
行
動
計
画
」
よ
り
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66..  実実現現にに向向けけてて取取りり組組むむべべきき事事項項                             

堺臨海部活性化を推進するためには、活性化方策を効率的かつ効果的に実施・運営していく必要

があります。そのための推進体制、施策のマネジメントサイクル及び実現に向けた取り組むべき事

項は以下のとおりです。 

 

6.1 推進体制 

本ビジョンの推進にあたっては、具体的な計画立案の段階から、様々な立場の方からの意見交換、

意向調査を踏まえ策定するとともに、施策の実施段階においても多様な主体の協働により進めてい

くこととします。ビジョンには、国や府、民有地における施策や他の主体が実施することが適切と

考えられる施策も盛り込んでいるため、それらの理解と協力、合意形成が重要であり、関係各者へ

の提案・要請を進めることが必要です。よって、臨海部の背後市として、本市の主体的・積極的な

取組みを進めるため、関係者から構成される協議会（仮称）及び個別の地区や課題に対する分科会

（仮称）を設立し、共通認識のもと問題解決、施策の展開を図る必要があります。 

施策展開していくにあたっては、市民や地域で活動している NPO、関係団体の合意形成が重要であ

り、今後、ワークショップ、アンケート、ヒアリングを通じて意向把握を行い、反映していくこと

が必要です。また、協議会（仮称）の設立により新しい投資を生む仕組みを作り地域の活性化を図

ります。 

本ビジョンの方針を踏まえ、実施に向けて、地区毎に具体的な事業、費用対効果、スケジュール、

資金計画を検討する必要があります。さらに、厳しい行財政の下、国・府の交付金制度などの助成

措置の導入、民間事業の活用、基金の設立など多様な財源の確保が必要であり、新しい公共・PPP

の導入等を検討する必要があります。 

 

 

図 推進体制（各主体の相互連携イメージ図） 
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6.2 施策のマネジメントサイクルの推進 

施策・事業を効率的・効果的に推進していくため、戦略的な計画立案（PLAN）、 適な資源配分・

執行管理（DO）、評価（CHECK）、改善（ACTION）からなる PDCA マネジメントサイクルを実践しま

す。 

本ビジョンの施策にあたっては、的確に費用対効果を見極めることが必要であり、事業着手後に

おいても、効果の検証評価を行なうとともに、改善策の検討や、社会経済情勢に応じた見直しを行

うことが必要です。 

 

 

 

図 PDCA マネジメントサイクル（イメージ図） 
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